
 

 

 

 

 

 
 

 

 

＜渋谷区民は要チェック！日中一時支援事業利用者募集について＞ 

 渋谷区より日中一時支援事業利用者募集案内が届きました。下表１は、本事業の概要をまと

めたものです。渋谷区在住の御家庭には利用者募集案内を配布していますので併せて御確認い

ただき、利用を希望される場合は、必要書類を整えて期日までに申込みください。本事業につ

いて御質問等がある場合は、下記まで直接御連絡・御相談ください。 

 ＊表１：渋谷区日中一時支援事業の概要と利用者募集について＊ 

事業期間 令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

定員 １５人 

利用できる方 

【次のすべての条件を満たす方】 

①渋谷区内に住民登録を行っていること 

②特別支援学校の小学部・中学部又は高等部に在籍していること 

③保護者が就労中などにより、放課後養育者不在なこと 

④利用児童が医療的ケア（胃ろう、吸痰など）を必要としないこと 

実施場所 渋谷区障害者福祉センター「はぁとぴあ原宿」（渋谷区神宮前３－１８－３７） 

開設時間 
①放課後から午後６時まで 

②長期休業中は、午前９時（高校生は１０時）から午後６時まで 

休業日 ①土曜日・日曜日、②国民の祝日に規定される休日、③年末年始 

支援内容 
渋谷区から委託を受けた社会福祉法人友愛学園職員が利用者の心身の状況に応

じて、排せつ、着替え、食事介助等の必要な援助を行います。 

送迎 

①送迎ルートにより「はぁとぴあ原宿」から自宅近くまでの送迎を行います。

学校からは「はぁとぴあ原宿」までは、状況により保護者に介助者の手配を

お願いすることがあります。 

②長期休業中の登園は、保護者の方の送迎をお願いします。 

 （帰りは、送迎バスが利用可能です） 

利用料 

 

項 目 住民税課税世帯 住民税非課税世帯 

利用料 
４時間未満 ４００円 ０円 

４時間以上 ７５０円 ０円 
 

利用決定 

申込みいただいた方の家庭状況等を調査の上、利用決定を行います。前年度利

用されていた方でも申込み状況により、お断りすることがありますので、あら

かじめ御承知おきください。 

募集締切 令和４年１１月１８日（金） ※保護者の就労証明書の提出も含めます。 

〇申込み・問合せ先：渋谷区役所 障がい者福祉課 知的福祉係（担当：木野） 

TEL：０３－３４６３－１９７８【直通】 
 

＜定番・人気スイーツ等を販売中！１１月の出張販売予定について＞ 

 北棟２階職員室前ホールにて、１１月も裏面表２のとおり出張販売を実施

します。児童・生徒下校後に本校にお立ち寄りの際は、ぜひ売り場まで足を

運んでいただけますと幸いです。商品購入の際は来校しています販売員に本
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日のおススメなどを御確認いただき、自分好みの素敵な商品を購入ください。 

 ＊表２：１１月の出張販売予定について＊ 
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

    １   ２ かみよん工房 ３  ４  

 ７ まもりやま工房 ８ まごの手便 ９ はーとあーす世田谷 １０ ワークイン翔 １１  

１４  １５ 下馬福祉工房 １６ はーとあーす世田谷 １７ 渋谷まる福 １８  

２１  ２２ 喜多見・上町 ２３  ２４  ２５ まごの手便 

２８  ２９ ３０   

 ※出張販売を行わない日程は灰色で塗りつぶしています。御承知おきください。 
 

＜目黒区民が参加対象！４つの施設をめぐる見学バスツアー開催のお知らせ＞ 

 社会福祉法人目黒区社会福祉事業団から施設見学バスツアー（以下、バスツアー）の開催案

内が届きました。概要は下表３のとおりです。目黒区在住の児童・生徒へは、これからチラシ

を配布しますので、併せて御確認ください。今回のバスツアーでは、社会福祉法人目黒区社会

福祉事業団が運営する４つの障害者施設を巡ります。１日で４つの施設を見学できる貴重な機

会です。各施設で焼き上げたパンやシフォンの試食もあります。参

加費用が無料のバスツアーですので、目黒区民で参加を希望する方

は直接申込みください。このバスツアーに関する御質問等について

も、下記まで直接お問い合わせください。 

 ＊表３：第１０回目黒区社会福祉事業団施設見学バスツアーの概要＊ 

開催日時 令和４年１１月２８日（月） ９：３０～１４：００ 

定 員 １３名程度（申込先着順） 

内 容 
目黒区心身障害者センターあいアイ館、目黒区立かみよん工房、目黒区立大橋えのき

園、目黒区立下目黒福祉工房の４施設を見学します。 

時 程 

 ９：３０        集合：あいアイ館 

⇓ ＜バス移動＞ 

１０：００～１０：３０  下目黒福祉工房の見学 

⇓ ＜バス移動＞ 

１０：５５～１１：３０  かみよん工房の見学 

⇓ ＜バス移動＞ 

１１：５５～１２：２５  大橋えのき園の見学 

⇓ ＜バス移動＞ 

１２：５０～１３：２０  あいアイ館で軽食 

１３：２０～１３：５０  あいアイ館の見学 

１４：００        施設見学バスツアー終了・解散 

申込み 

目黒区心身障害者センターあいアイ館まで直接御連絡ください 

【TEL：０３－５７０１－２２６６、FAX：０３－５７０１－２４２５】 

◆受付開始：１１月７日（月）より開始 

◆受付期限：１１月２２日（水）〆切 

〇問合せ先：目黒区心身障害者センターあいアイ館（担当：サービス相談課 高橋） 

      TEL：０３－５７０１－２２６６、FAX：０３－５７０１－２４２５ 
 

＜Ｓ部門高１生徒が参加！オンライン進路行事「バークレイズツアー」について＞ 

 １０月４日（火）の午前中、バークレイズ証券株式会社と連携したオン

ライン進路行事「バークレイズツアー」を実施しました。本校からはＳ部

門高１生徒５名が参加しました。バークレイズ証券人事部社員から面接対

応についてのレクチャーを受けた後、先方社員との 1 対 1 のオンライン

面接練習に取り組みました。5 名とも、社員からの質問に対して丁寧に答

えようする姿が印象的でした。当日は、本校以外の肢体不自由校５校（城



南・花畑・町田・八王子東・永福）の生徒も参加しており、オンライン上で交流や記念撮影も

行うことができました。下表４は、本校生徒の感想をまとめたものですので御参照ください。

後日、面接練習の対応評価シートが届き、改めて担任と事後学習にも取り組んでいます。 

 ＊表４：バークレイズツアー参加生徒の感想（原文より抜粋）＊ 

バークレイズ証券についての講義を受けました。楽しかったです。 

面接の練習をしました。一番初めに自己紹介ができました。緊張せずに取り組むことができて

楽しかったです。 

面接をして、名前や将来のことについて質問を受けました。楽しかったので、またやってみた

いと思いました。 

最後の質問の「他に質問はありますか？」と聞かれたら、必ず何か答えた方が良いことを学び

ました。今、自分が頑張っていることや様々な質問に答えることができて嬉しかったです。 

将来のことや今までの学校生活の話をしました。今までの入院したことについても話をしまし

た。将来や自分のことについて緊張せずに上手に話せて良かったです。 
 

＜「技能・文化祭」を開催します！東京障害者職業能力開発校からのお知らせ＞ 

 東京障害者職業能力開発校（以下、開発校）から、今週末に開催予定の

「技能・文化祭」（以下、文化祭）の案内チラシが届きました。この文化祭

の概要は下表５にまとめましたので御確認ください。文化祭では、開発校の

職業訓練施設を公開し、職業訓練内容の紹介と訓練生の日頃に御職業訓練成

果を披露しています。様々な職業訓練事業を知る貴重な機会ですので、開発

校への進学希望者も含め、気になる方はぜひ開発校に足をお運びください。 

 ＊表５：東京障害者職業能力開発校「技能・文化祭」の概要＊ 

日 時 令和４年１１月１２日（土）１０：００～１５：００ 

会 場 
東京障害者職業能力開発校（小平市小川西町２－３４－１） 

※西武国分寺線「小川駅」西口から徒歩約５分 

工作教室 

◆オフィスワーク科：オリジナルマグカップ 10:30・13:30 各１５名 

◆職域開発科：レザーしおりを作ろう！ 10:10・11:10・13:10・14:10 各４名 

◆建築ＣＡＤ科：立体模型作成 

◆ものづくり技術科：レーザー加工でアクリル鏡キーホルダーを作ろう！ 

 10:15・11:15・13:15・14:15 各５名 

◆グラフィックＤＴＰ科：ポストカードの作成 10:30・13:15 各２０名 

◆実務作業科：フォトフレーム工作教室 10:30・13:30 各１０名 

実習・実演 ◆調理・清掃サービス科：調理実習、清掃実習 10:00・13:00 

その他 

◆ビジネス総合事務科：訓練内容の紹介～生徒によるパワーポイント説明～ 

 10:30・13:00 

◆オフィスワーク科：グリーティングカードの配布 10:00・13:00 各２０ 

◆ビジネスアプリ開発科：生徒作品展示・卓上カレンダーの配布 

 10:00・13:15 各５０ 

◆建築ＣＡＤ科：建築ＣＡＤ図面展示（生徒作品） 

◆製パン科：飾りパンの配布 10:30・13:30 各５０ 

◆グラフィックＤＴＰ科：手作りキーホルダーの配布 10:30・13:15 各２０ 

◆ＯＡ実務科：科目紹介ＤＶＤの上映、教材の展示 

◆就業支援科：しおりの配布 10:00・13:30 各５０ 

備 考 

・各科の取り組みは先着順が基本です。開始時間に合わせて御参加ください。 

・参加者には苗木のプレゼントがあります。 

・入校相談も行います。 

〇問合せ先：東京障害者職業能力開発校 教務課庶務担当 TEL：０４２－３４１－１４１１ 
 



＜３年ぶりに再開します！公開講座「光明カレッジ」について＞ 

 公開講座「光明カレッジ」（以下、カレッジ）は、本校 S 部門高等部卒業

生を対象とした参加費無料の生涯学習の場として、卒業生や保護者、ヘルパ

ー、教職員等が集い、スポーツ活動や音楽活動、制作活動等を行っていま

す。カレッジへの在籍期間は、卒業後１０年間となっています。コロナ禍と

なり活動を休止していましたが、この度、３年ぶりに再開することになりま

した。今回は、S 部門高等部３年生の見学・体験も受け入れる予定です。カ

レッジの開催概要は下表６のとおりです。すでに高等部３年生には参加案内

を配布していますので、御確認ください。 

 ＊表６：令和４年度 公開講座「光明カレッジ」について＊ 

日 時 令和４年１１月２６日（土） １０：００～１５：３０ 

場 所 北棟２階 体育館 

当日の 

活 動 

１０：００～ 受付開始 

１０：３０～ 新校舎見学ツアー（グループ毎に教職員が案内します） 

１２：００～ 休憩（昼食を持参された方は、体育館で食べることができます） 

１３：００～ 受付開始 

１３：３０～ 光明カレッジ体育祭（スポーツ活動） 

１５：３０  終了 

備 考 

（１）保険加入はしていません。安全に配慮して活動します。各自、健康状態に応じて

御参加ください。 

（２）駐車場は、北棟校舎前を御利用ください。 

（３）各自ゴミはお持ち帰りください。 

（４）事前の健康観察も含め、来校時の検温や手指消毒、マスクの着用など、感染症拡

大予防対策に御協力ください。体調のすぐれない方は来校を御遠慮ください。 

（５）上履き、外履き入れを御持参ください。 

※S 部門高等部３年生の見学・体験の参加申込みは、今月１４日（月）が提出期限でした。提

出を失念している場合は、その旨を担任まで御連絡ください。 

〇問合せ先：支援部地域支援（担当：桐田、小平、枚田） TEL：０３－３３２３－８４２１ 
 

＜令和５年度生を募集します！東京コロニー「ＩＴ技術者在宅養成講座」について＞ 

 社会福祉法人東京コロニーでは、１９８９年から、身体に重度の障害や疾

病をもつ方を対象とした在宅パソコン講習事業を行っています。自宅にいな

がら、就労レベルの情報技術を学べる講座を開講しており、修了生の多く

が、在宅での一般雇用やフリーランス（請負）等の形で社会参加していま

す。講座のカリキュラムは、情報処理の国家資格を取得できるレベルまで準

備され、進捗は個々の適性に合わせたペースで学べるのが特徴です。 

この度、東京都重度身体障害者在宅パソコン講習事業「ＩＴ技術者在宅養成講座」（以下、講

座）の令和５年度生募集案内が届きました。高等部３年生で受講を希望する方は担任まで御相

談ください。講座受講生の応募の詳細は下表７を御確認ください。また、講座開講・生徒募集

に向けて、裏面表８のとおりに説明会を実施するとのことです。それぞれの概要を御確認いた

だき、受講や参加を希望される方は、所定の方法で直接参加申込みください。法人のホームペ

ージにも、この講座や説明会について情報発信していますので、ぜひ御確認ください。 

＊表７：ＩＴ技術者在宅養成講座の受講生応募について＊ 

申込資格 

①身体障害者手帳を有し、その等級が１級～３級である方 

②外出が困難で、一般の教育・訓練・就労の機会が得にくい方 

③在宅で週４日以上、１日４～６時間程度の学習時間が確保できる方 

④高校卒業程度の学力を有する方 

⑤東京都内に住所を有する方   以上、５つの条件を全て満たす方 



募集人数 ５名程度 

費用 

テキスト代、サーバー代等講習に必要な費用として年間 60,000 円。その他、イン

ターネットの利用料金（回線使用料、プロバイダ料金など）、資格試験の受験料、ス

クーリングにかかる交通費、消耗品などは自己負担となります。 

申込方法 
履歴書（市販用紙やパソコンなどで作成、写真貼付）や身体障害者手帳のコピーなど

の所定書類を全て職能開発室宛に郵送する。〆切は１２月１４日（木）消印有効。 

郵送先 
〒１７０－０００５ 東京都豊島区南大塚３丁目４３－１１ 福祉財団ビル６階 

社会福祉法人東京コロニー 職能開発室 宛 

選考方法 書類・作文選考や適性試験、面接（適性試験合格者のみ）を経て２月中旬に総合判定 

問合せ先 社会福祉法人東京コロニー 職能開発室 TEL：０８０－４９３４－５３８２ 
 

 ＊表８：ＩＴ技術者在宅養成講座説明会について＊ 

日 程 令和４年１２月１日（木）１５：３０～１６：３０ 

会 場 

福祉財団ビル７階 大会議室（豊島区南大塚３－４３－１１） 

※会場の最寄り駅は、ＪＲ山手線「大塚駅」下車徒歩３分、東京メトロ丸の内線「新大

塚駅」下車徒歩５分です。 

内 容 

◆職能開発室の事業紹介 

在宅教育事業、在宅雇用支援事業、在宅就労支援事業、東京都障害者ＩＴ地域支援セン

ター事業 

◆ＩＴ技術者在宅養成講座の詳細説明 

昨今の就労状況、講座の目的、内容、進め方、スケジュール、応募方法など 

◆質疑応答、個別相談 

申込み 

【ＦＡＸ】 ＦＡＸ連絡票に必要事項を記入の上、ＦＡＸしてください。 

※ＦＡＸ連絡票は学校からお渡ししますので、御希望の方は担任まで御相談ください。 

【電 話】 下記問合せ先の電話番号にて、説明会参加希望の旨をお伝えください。併

せて、必要事項（所属、氏名、参加人数、配慮事項）をお伝えください。 

【ＷＥＢサイト】 職能開発室ＷｅｂサイトＴＯＰページ右上にある「問い合わせ」フ

ォームより、「説明会参加希望」と入力の上、必要事項（所属、氏名、参加人数、配慮

事項）も併せて入力・送信してください。 

備 考 

（１）説明会への参加は、受講申込みの必要条件ではありません。受講を希望される本

人はもとより、御家族、学校関係者、支援者の方等、どなたでも参加可能です。 

（２）来場が難しい方は、オンライン（ＺＯＯＭ）での参加も可能です。事前準備等が

必要となるため、オンライン参加を希望される際は、必ずその旨を申込み時にお伝えく

ださい。 

（３）来場に際し、マスク着用、手洗い・うがいへの御協力をお願いします。風邪の症

状、37.5 度以上の熱がある方は参加を控えてください。入場時、非接触型器による検

温を実施します。 

〇問合せ先：社会福祉法人東京コロニー 職能開発室（担当：受川、堀込） 

 TEL：０３－６９１４－０８５９、Web サイト【https://www.tocolo.or.jp/syokunou】 
 

 

 

＜遠隔社会見学に参加しました！分教室拠点の取り組みについて＞ 

 分教室拠点では、全国の特別支援学校２５校の約２５０名の児童・生徒

と共に、裏面表９のとおり、Zoom による遠隔社会見学（株式会社沖ワー

クウェルによるキャリア教育支援活動）に参加しました。当日の参加に向

けて、見学先の山口県の位置や言葉、徳山動物園の動物、山下工業所が作

る新幹線について学習し、見学の準備をしました。 

 



 ＊表９：遠隔社会見学の概要＊ 

日 時 令和４年１０月１３日（木） 9：４５～１２：００ 

見学内容 

①【山口県周南市 徳山動物園】 

動物について知識を深めました。また、来園者が動物をより理解できるように、

分かりやすい解説パネルを作成・設置する動物園の取組みを知りました。 

②【山口県下松市 山下工業所】 

新幹線の丸みを作る板金技術を見たり、「出来上がった新幹線を見るのは涙が出

るうれしさ」とおっしゃる職人さんの想いを聞いたりしました。 

参 加 

◆そよ風分教室５名（小学部４名、中学部１名） 

・病院訪問学級 東邦大学医療センター大森病院２名（小学部 1 名、中学部１名） 

・病院訪問学級 東京慈恵会医科大学附属病院２名（小学部２名） 
 

 当日は、東京の曇った空とは異なり、山口県の晴れ渡る青空に気づく声、徳山動物園と山下

工業所を見学するみなさんの真剣な眼差しが印象的でした。また、ホスト校の山口県立周南総

合支援学校の生徒が出題するクイズを楽しみ、次の問題にそよ風分教室がチャットで答える場

面もありました。ぜひ、読者の皆様も以下のクイズに挑戦してみてください。 

 

 

  
 

見学後は、振返りにも取組みました。寄せられた絵や感想は、そよ風・進路だよりに掲載

し、一緒に見学した友達の想いにも触れました。 

そよ風分教室や病院訪問学級の児童・生徒は入院中であり、普段、病院内で学習していま

す。そのような中で、社会で活躍する企業の取組み、働く人々の想いなどを知ったり、自身が

興味を持つものを感じ取ったりする機会は貴重な経験となりました。 
 

 この遠隔社会見学は２０１５年度から取組みが始まり、今回で第８回目の実施となりまし

た。（株）沖ワークウェルのホームページで「遠隔社会見学」を検索いただくと、使用ツールや

システムも含めて、これまでの実施報告（プレスリリース）などを確認することができます。

併せて、このホームページには、重度障害者のテレワーク推進のパオニア企業として、4 名の

テレワーク事例紹介が掲載されています。今回の遠隔社会見学で使用したツールやシステムで

仕事をしている様子・状況を知ることもできます

ので、ぜひホームページを検索いただき、気にな

るリンクから様々な情報を収集していただければ

と思います。 
 

＜第８回潮展～美しい海を愛するアート展～を開催します！＞ 

 港区より「第８回潮展（うしおてん）」（以下、アート展）の開催通知が

届きました。アート展の詳細は下表１０のとおりです。障害者週間ポスタ

ー原画展も今週１１月２５日（金）まで同時開催しているとのことので、

お近くにお立ち寄りの際は、ぜひ足をお運びください。 

 ＊表１０：＊第８回潮展～美しい海を愛するアート展～について＊ 

開催期間 令和４年１１月９日（水）～１２月２１日（水） ８：００～２３：００ 

会  場 みなとパーク芝浦 １階 区民ギャラリー（港区芝浦１－１６－１） 

出  展 港区重度障害児日中一時支援事業、新橋はつらつ太陽、カフェ フルール 

備  考 新型コロナウイルス感染症の状況により閉館時間が変更になる場合があります 

〇問合せ先：港区 芝浦港南地区総合支所 管理課 管理係 

      TEL：０３－６４００－００１１、FAX：０３－５４４５－４５９０ 

      港区 保健福祉支援部 障がい者福祉課 障害者福祉係 

      TEL：０３－３５７８－２６７０、FAX：０３－３５７８－２６７８ 

【クイズ】 本州の最西端（一番西）にある新幹線の駅名は何でしょうか？ 

 

★クイズの答え★ 

  新下関駅 

 



＜都立校を受験する中３生徒は要チェック！都立高校のインターネット出願について＞  

令和５年度都立高校入試の出願手続きでは、前年度の２０校で試行実施し

た経緯を踏まえて、推薦に基づく選抜及び第一募集・分割前期募集（チャレ

ンジスクール及び定時制課程単位制の選抜を含む）において、インターネッ

トを活用した出願を全校で実施することになります（本校高等部は対象

外）。このインターネット出願では、紙ベースの入学願書は提出せず、志願

者がインターネット上の出願サイトで志願者情報（志望学科、住所、氏名

等）及び顔写真を入力・登録する必要があります。志願者情報入力期間が定められていますの

で、期間内に確実に対応するように注意が必要です。その他の出願に要する書類提出は、本校

中学部を通じて志願先の高校へ提出することになります。なお、後期募集・第二次募集、通信

制は例年通りの持参対応になります。今年度からの新たなインターネット出願の大まかな流れ

は下表１１を御確認ください。 

 ＊表１１：都立高校のインターネット出願の大まかな流れ（１⇒９へ）＊ 
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 都立高校の入試については、インターネット出願の他にも、スピーキングテストの導入・活

用や男女別定員の緩和措置の拡大、願書における性別欄撤廃など、前年度から大きな変更があ

ります。今後も「前年度はこうだった」は対応できなくなる可能性があるため、年度ごとに入

試手続きの流れや方法等について、必ず確認・情報収集しておくと安心です。何かお困りのこ

とがあった場合は、すぐに担任まで御相談ください。 

 現在、都立高校には様々なタイプの学校があります。東京都教育委員会のホームページで

は、１９７校の中から自分のニーズに合う学校を探すことのできる「都立高校等検索サイト」

を掲載しています。併せて、各校の魅力を映像で伝える都立学校魅力ＰＲ動画「まなびゅ～」

もありますので、今後都立高校の受験を検討している中学部生徒は、自分の興味に沿って検

索・動画視聴して、自分にぴったりの学校を探してみてください。 
 

＜人気のスイーツ・パン等を販売中！１２月の出張販売予定について＞ 

 北棟２階職員室前ホールにて、１２月も下表１２のとおり出張販売を実施し

ます。今年最後の出張販売となります。児童・生徒下校後に本校にお立ち寄り

の際は、素敵な商品が揃っていますので、ぜひ足をお運びください。 

 ＊表１２：１２月の出張販売予定について＊ 
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

         １ 渋谷まる福 ２  

 ５  ６ まごの手便 ７ かみよん工房 ８   ９  

１２  １３ ワークイン翔 １４ はーとあーす世田谷 １５ 渋谷まる福 １６  

１９  ２０ 下馬福祉工房 ２１ はーとあーす世田谷 ２２  ２３ まごの手便 

２６  ２７ ２８ ２９ ３０ 

 ※出張販売を行わない日程は灰色で塗りつぶしています。御承知おきください。 

 ※来年１月中旬には、次年度の出張販売説明会を実施する予定です。 

 

https://4.bp.blogspot.com/-rmCMcPSIzLM/VkLHVcHNnJI/AAAAAAAA0VM/NbkNSYUM2-Q/s800/school_test_seifuku_girl.png


＜障害者自立支援機器展の開催！「ニーズ・シーズマッチング交流会2022」について＞ 

 公益財団法人テクノエイド協会から「ニーズ・シーズマッチング交流会２

０２２」（以下、交流会）開催案内が届きました。この交流会は、障害者の

思いや要望をより的確にとらえた支援機器の開発につなげるため、支援機器

の障害当事者（ニーズ側）と支援機器の開発者（シーズ側）が自由に意見交

換を行う場です。概要は下表１３を御確認いただき、興味のある方はぜひ御

参加ください。Ｗｅｂ交流プラットフォームへは表内ＱＲコードからログインください。 

 ＊表１３：ニーズ・シーズマッチング交流会２０２２の概要＊ 

Ｗｅｂ開催 

 

〇日時：令和４年１０月１日（土）～令和５年１月３１日（火） 

〇場所：テクノエイド協会ホームページＷｅｂ交流プラットフォーム内 

大坂会場 

〇日時：令和４年１１月２８日（月）～３０日（水） 

    初日１３時～１７時／９時～１７時（最終日のみ１６時終了） 

〇場所：ＯＭＭ ２階 展示Ａホール 

東京会場 

〇日時：令和４年１２月１４日（水）～１６日（金） 

    初日１３時～１７時／９時～１７時（最終日のみ１６時終了） 

〇場所：東京都産業貿易センター浜松町館 ２階 展示会 

備 考 

・各会場は「入場無料」、「入退場自由」です。 

・会場へ来場希望の方は、右上ＱＲコードより事前登録に御協力ください。 

・基調講演や特別講演など併催イベントも企画しています。詳細は別途配布していま

すチラシ裏面を御確認ください。 

〇問合せ先：公益財団法人テクノエイド協会 企画部（担当：宇田川・根石・五島） 

      TEL：０３－３２６６－６８８３、FAX：０３－３２６６－６８８５ 

E-mel：shogai-kiki2@techno-aids.or.jp 
 

＜港区及び世田谷区の障害者週間記念事業が開催されます！＞ 

 １２月３日（土）～９日（金）の障害者週間を記念し、港区及び世田谷区より記念事業開催

の案内が届きました。各区での開催詳細は下表１４と併せて、別途配布しています開催チラシ

を御確認ください。興味のある方はぜひ足をお運びください。 

 ＊表１４：港区及び世田谷区の記念事業について＊ 

 港区 世田谷区 

日 時 
令和４年１２月３日（土） 

１３時～１６時 ※開場：１２時３０分～ 
令和４年１２月４日（日）１０時～１１時 

会 場 男女平等参画センター リーブラホール 世田谷区役所 ブライトホール 

名 称 ともに生きるみんなの集い 区民ふれあいフェスタ 

内 容 

①記念式典（１３時～１３時５０分） 

②啓発プログラム（１４時～１４時５０分） 

③パフォーマンス（１５時～１５時５０分） 

①表彰式・贈呈式（１０時～１１時） 

※新型コロナウイルス感染防止のため、事

前に決定した関係者のみ入場可能 

備 考 

・当日は区内障害者施設の売店販売（パン、

クッキー、小物雑貨など）を行います。 

・来場の際は、公共の交通機関を御利用くだ

さい。 

・１１月２１日より保健医療福祉総合プラ

ザのカフェスペース（松原６－３７－１

０）で「障害者週間記念作品展」や「自

主生産品等販売会」も開催しています。 

問合せ 

港区保健福祉支援部障害者福祉課障害福祉係 

TEL：０３－３５７８－２３８６ 

FAX：０３－３５７８－２６７８ 

世田谷区障害福祉部障害施策推進課 

TEL：０３－５４３２－２３８５ 

FAX：０３－５４３２－３０２１ 
 

 



＜テレワークによる就労実現！就労系障害福祉サービス事業所の実践セミナー開催＞ 

 障害のある人の新たな働き方として注目されています「テレワークによる

就労」について理解を深め、障害のある方の「テレワークで働く」を視野に

入れた様々な訓練の工夫や実践におけるポイントを紹介する実践セミナーが

開催されます。この実践セミナーの概要は下表１５を御確認ください。本セ

ミナーは、オンライン・ウェビナーを使用し、参加無料です。興味のある方

は表中のＵＲＬもしくはＱＲコードより参加申込みください。 

 ＊表１５：「テレワークによる就労」実践セミナーの概要＊ 

開催日時 令和４年１２月９日（金）９時～１８時 ※受付は 8 時４５分より開始 

タイム 

テーブル 

 ９時００分～ ９時１０分 企画趣旨 

 ９時１０分～１０時１０分 第１部「テレワークの働き方と変化」 

１０時１５分～１１時４５分 第２部「テレワークで働く障害者の実際」 

１２時３０分～１３時３０分 第３部「テレワークを目指す訓練のポイント」 

１３時３５分～１４時３５分 第４部「訓練生のアセスメントと訓練プログラム」 

１４時４０分～１５時４０分 第５部「職場開拓と定着支援の実際と連携」 

１５時４５分～１６時２５分 第６部 

「就労支援事業所の環境整備と支援ポイントの整理」 

１６時３０分～１８時００分 第７部 

「テレ訓練をはじめるにあたり、覗いてみようバーチャルオフィス」 

参加申込み 

・問合せ先 

【参加申込み】 

下記のＵＲＬもしくは右ＱＲコードより申込みください。 

ＵＲＬ：http://ws.formzu.net/fgen/S869854553/ 

【申込締切り】１２月６日（火）１７時まで 

【問合せ先】高松大学 発達科学部 山口明日香研究室 

セミナー事務局 かがわＩＣＴ テレワークネット 

E-meil：telework.bridge2021@gmail.com 

備 考 ・プログラム内容及び話題提供者は予告なく変更になる場合があります。 
 

 


